


・小さな浅い3、5級窩洞の単独充塡

・臼歯窩底部のライニング（MIフィルとの併用）など

MI フローの症例

歯頸部の充塡

術前 軟化象牙質の除去 ボンディング処理後、MIフローを
充塡、光照射

術後

窩底部のライニング

術前 軟化象牙質を除去後、ボンディング
処理。隣接面はV-リングシステム
でカバー

窩底部にMIフローを充塡、光照射

・3、5級窩洞、臼歯咬合面など

MI ローフローの症例

前歯隣接面の充塡

術前 遊離エナメルを残した窩洞形成
（MIバー・ラウンドエキスカベー
ター使用）

ボンディング処理後、ストリップス
を用いMIローフロー（A3）を充塡、
光照射

術後

・前歯部の大きな窩洞の単独充塡

・臼歯咬合面などMIフロー（ライニング）との併用

MI フィルの症例

前歯部の充塡

術前 窩洞形成後 ボンディング処理後、光照射 MIフィルを直接充塡、光照射 形成・研磨後
（1  も同様に処置）

術後（咬合面MIフィルで修復） 術前 ラウンドエキスカベーターを用い
て軟化象牙質を除去

ボンディング処理後、窩底部にMI
ローフローを充塡、光照射

MIローフローにて咬合面を盛り
上げ、光照射

術後

臼歯咬合面の充塡 隣接面を含む臼歯咬合面の充塡

窩洞形成後、隣接面の窩壁にVリ
ングをセット

術前 ボンディング処理後、MIフィルを
直接充塡

重合深度や色調調整などで適
宜、積層充塡を行なう

形成・研磨後

全17色

A1 A2 A3

B1 B2 B3 C2 C3

A3.5

A4A3.5 A5

AO1
（オペークA1）

AO2
（オペークA2）

A03
（オペークA3）

E1 E3 BW
（ブリーチングホワイト）

ダイレクトに填入、しかも良好な付形性

流動性と高い強度・耐摩耗性を両立、充塡しやすい流動性のあるコンポジットレジン
フロアブルコンポジットレジン

なめらかに流れて窩底にとどまる

流動性が高く窩底の凹凸を滑らかにしたり、
小さなＭＩ窩洞の充塡に適しています。

フロアブル
コンポジットレジン

ハイフロータイプ
フィラー平均粒径700nm

フロアブル
コンポジットレジン

ローフロータイプ
フィラー平均粒径400nm

ナノハイブリッドフロアブルコンポジットレジン

適度に流れて、ねらった部位にとどまる

適度な流動性を持ちながらねらった部位にしっかりととどまります。
付形性も良好で、思い通りの形態付与が行なえます。

※新色WOは、BW（ブリーチングホワイト）のオペーク色です。
※Uはユニバーサル色で、A系をはじめB系やC系の色調まで幅広くマッチします。

全19色

ナノハイブリッド充塡用コンポジットレジン

※0.03ｇのペーストを注出後、そのままのものと垂直に立てたものをそれぞれ60秒
後に撮影したもの。

ナノハイブリッドフロアブルコンポジットレジン

WO

全9色

A1 A2 A3 A3.5 A4 A5

U
（ユニバーサル）

AO2
（オペークA2）

AO3
（オペークA3）

ボンディング材硬化面での試験（室温23℃）

※0.03ｇのペーストを注出後、そのままのものと垂直に立てたものをそれぞれ60秒
後に撮影したもの。

ボンディング材硬化面での試験（室温23℃）

※0.03ｇのペーストを注出後、そのままのものと垂直に立てたものをそれぞれ60秒
後に撮影したもの。

ボンディング材硬化面での試験（室温23℃）

ダイレクトに充塡できる操作性を持ちながら、
充塡後は盛り上げた形態をそのまま維持。
インスツルメントで裂溝などの形成も行なえます。

FLOWABLE INJECTABLE

A1 A2 A3

B1 B2 B3 C2 C3

A4A3.5 A5

AO1
（オペークA1）

AO2
（オペークA2）

A03
（オペークA3）

E1 E3 BW
（ブリーチングホワイト）

WO
（ホワイトオペーク）

フロアブルの枠を飛び越え、前臼歯用のコンポジットレジンに匹敵した新しいカテゴリのフィリングマテリアル
インジェクタブルレジン

NEW

U（ユニバーサル）

インジェクタブル
レジン

フィラー平均粒径200nm

“セルフシャイニング” “セルフシャイニング”


